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２０２１年度事業報告 
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Ⅰ．事業概要 

当会は、八尾市における人権施策に協力し、人権尊重の社会づくりに貢献することを目

的に、2021年度も様々な事業に取り組みました。 

 八尾市との関係においては、市からの受託事業として人権啓発関係業務、外国人市民情

報提供事業、相談事業では地域就労支援コーディネーター活動推進事業、福祉生活相談事

業を通じて、困りごとをかかえる市民に寄り添った支援を行いました。 

 人権啓発事業では、受託事業として差別事象連絡・啓発検討会議の運営を担い、関係団

体と差別事象を起こさないため情報、啓発活動の共有を図ってきました。独自事業である

じんけん楽習塾は新型コロナの感染拡大を考慮し、会場とオンライン併用開催し啓発活動

に努めてきました。また、シリーズである人権ブックレット Vol.13の制作も行いました。 

 2021年度の具体的な取り組みについては以下の通りです。 

 

 

Ⅱ 事業の実施状況 

 

１．人権教育・啓発の取り組み 

(１）じんけん楽習塾の開催 

ワークショップ（参加体験型学習）を中心にいろいろな学習方法で人権を学ぶ場と

して全６回開催しました。新型コロナ感染予防のため会場参加は 20名に限定し、その

他はオンラインでの参加としました。しかしながら、第１回～３回は大阪における新

型コロナ感染拡大による緊急事態措置期間であったためオンラインのみにて開催しま

した。具体的内容と参加者数は以下の通りです。 

開催日時 内  容 講 師 参加者数 

第１回 

５月 19日 

現代的リテラシーの課題を考

える－大阪の識字・日本語学

習運動とわたしたち－ 

森 実さん（大阪教育大学・ 

じんけん楽習塾） 

オンライン  

38人 

第２回 

６月２日 

クロスロードダイバーシティ

編～カードゲームで多様な価値

観に触れてみよう～ 

木村 知佐子さん（(株)ICBパ

ートナーコンサルタント/合

同会社 WLBC関西執行役員） 

オンライン  

  27人 

第３回 

６月 16日 
釜ヶ崎の歴史と今～ 

山田 實さん（NPO法人釜ヶ崎

支援機構） 

オンライン 

  25人 

第４回 

７月 14日 

目で見て、気づいて、考えて 

－色覚問題とあなたのつな

がり－ 

尾家 宏昭さん（しきかく学習

カラーメイト代表） 

会場 20人 

オンライン 

  7人 

第５回 

７月 14日 

ぬっくの活動報告と、ぬっく

で出会う子どもたちの実情と

支援について 

森本 志磨子さん（弁護士

/NPO 法人子どもセンターぬ

っく理事長） 

会場 21人 

オンライン 

  12人 

第６回 

７月 28日 

ジェーン・エリオット先生ふ

たたび 

富岡 美知子さん（異文化コミ

ュニケーション・トレーナー） 

会場 11名 

オンライン 

  17名 
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会   場 プリズムホール研修室 

事業対象者 八尾市民及びじんけん学習に関心のある人 

参加者総数 １７８名 

 

（２）じんけん楽習塾番外編  

内  容 じんけん楽習塾番外編～部落差別をなくすために私たちが考えること

～を開催しました。 

内容は、（一財）大阪府人権協会代表理事の田村賢一さんを講師に、

「部落差別を巡る現状と課題～「全国部落調査」復刻版出版事件裁判原

告の思い～」と題した講演会を開催しました。 

実施場所 八尾商工会議所３階大ホール１ 

実施日時 ３月 25日 18：30～20:00 

参加者数 ３１人（オンライン参加含む） 

 

（３）差別落書き、差別事象への取り組み 

「八尾市差別事象連絡・啓発検討会議」の運営補助（受託事業） 

内  容 八尾市差別事象連絡・啓発検討会議の運営補助を通じて、差別事象の

情報共有と関係機関への取り組みにつながるよう取り組みました。 

実施場所 八尾市役所８階第２委員会室 

実施日時 ３月 25日 14：00～15:00 

 

（４）人権ブックレット発行 

内  容 私たちには夢があるブックレット Vol.13を発行しました。 

『水平社創立 100年 部落差別をなくすために八尾的水平運動の継承』

を発行しました。 

 

（５）八尾市人権啓発推進協議会の地区研修及び養成研修のコーディネート（受託事業） 

内  容 八尾市人権啓発推進協議会の地区研修ならびに養成研修のコーディネ

ートを行いました。今年度も 21地区で開催予定でしたが、新型コロナ

感染拡大懸念により６地区（５地区映像視聴、１地区会場開催）の開催

となりました。 

 

（６）人権研修への講師派遣 

内  容 各種機関の人権研修に関わる内容の相談及び、講師の派遣を行いまし

た。 
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派遣対象 八尾市立小・中学校、八尾市社会福祉協議会、大阪市立総合生涯学習

センター、大阪府人権協会等へ人権研修講師を派遣しました。 

 

（７）教員向け人権教育プログラムの研究（ミドルリーダー学習会） 

内  容 教員向け人権教育プログラムの研究として教材作りを中心に実施する

予定で準備を進めましたが、昨年度に続き新型コロナ感染拡大による緊

急事態措置、蔓延防止措置などの発出により開催できませんでした。 

 

（８）啓発映画上映（受託事業） 

内  容 実施に向けて検討を進めましたが、緊急事態措置、蔓延防止措置など

の発出により開催できませんでした。 

 

（９）人権パネルによる啓発活動 

内  容 11 月６日に開催された世界人権宣言パネル展において、一部掲示しまし

た。 

 

 

２．外国人市民への情報提供と自立支援の取り組み 

（１）外国人市民情報提供事業（受託事業） 

内  容 日本語が十分理解出来ない外国人市民への情報提供のため多言語情報

誌（中国語、ベトナム語、英語）を発行しました。 

発行実績 第１０３号（４月）～１１４号（３月）までの毎月１回発行 

配布場所 八尾市各公共施設、(公財)八尾市国際交流センター、夜間中学校、日本

語教室、外国人市民関係団体、外国人市民コミュニティが把握する世帯各

戸、地域の店舗、地域のイベント等 

 

（２）日本語支援の取り組み 

内  容 毎週火曜日に NPO法人トッカビ事務所で開催されている地域日本語教

室活動にボランティアの紹介等を行いました。 

実施場所 NPO法人トッカビ事務所 

実施日時 毎週火曜日午後７時から午後８時半 

 

 

３．人権政策の調査・研究の取り組み 

新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり具体的な取り組みは行えませんでした。 

 



5 

４．相談事業 

（１）福祉生活相談事業（受託事業） 

内  容 福祉生活相談支援員を八尾市６か所の相談拠点に配置し、制度の対象

にならない、福祉サービスに行き届かない人々の相談事業を展開しまし

た。 

実施期間 ２０２１年４月～２０２２年３月 

相談件数 ４,２１５件（６か所の相談拠点の合計延べ件数） 

 

（２）地域就労支援コーディネーター活動推進事業（受託事業） 

内  容 桂・安中両人権コミュニティセンター、龍華・山本出張所に地域就労

支援コーディネーターを配置し、就労困難者を対象とした就労支援を行

いました。 

実施期間 ２０２１年４月～２０２２年３月 

相談件数 １,０７７件（桂・安中・龍華・山本の４拠点の合計延べ件数）  

 

（３）見た目問題相談センター 

内  容 顔や体に生まれつきアザがあったり、事故や病気によるキズがあった

りなど、「見た目」の症状で悩みのある人たちの電話相談を毎週水曜日

（午後 1時～6時）に行いました。 

実施期間 ２０２１年４月～２０２２年３月 

相談件数 ５０件 

 

 

５．地域活動支援事業 

内  容 地域における自立支援事業、交流・研修事業、事務経費への支援のた

めに八尾市人権かつら地域協議会と一般社団法人やお座に、また児童養

護施設へＣＡＰプログラムを届けるためにＣＡＰプログラムやおに、そ

れぞれ支援しました。 

 

 

６．その他関連事業 

（１）世界人権宣言八尾市実行委員会（世人やお）の運営（受託事業） 
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内  容 世界人権宣言の精神を八尾市民に広げていくために、世人やおの事務

局運営を担いました。「ひゅーまんフェスタ」の取り組みを八尾市・八尾

市教育委員会と協働で進め、世人やお加盟団体に企画への参加を促しま

した。また、世界人権宣言を普及するためにパネル展（11 月６日）をア

リオ八尾の２Ｆオレンジコートにて開催しました。人権週間駅前啓発活

動は新型コロナ感染拡大を考慮し中止となりました。 

世界人権宣言普及のための啓発事業、世界人権宣言７３周年記念イベ

ントは録画したものを３月 19 日～21 日の３日間限定配信にて開催しま

した。その他、NPO団体への支援、学校での人権研修支援等を行いました。

啓発誌として世人やおの機関誌として「ちいき・人権・world」を４回（季

刊）発行しました。 

団体活動の情報共有と事業の運営のためにネットワーク会議は、新型

コロナ感染拡大の影響もあり４回の開催に留まりました。 

 

（２）小学生対象みんな活き活きプログラムの提供 

内  容 「RE：プログラム」同様、NPO 法人 KARALINとの協働による、小学生対

象デートＤＶプログラムを八尾市立小学校１校に提供してきました。 

 

（３）情報発信 

内  容 
ホームページを活用し、適宜取り組みの情報を発信しました。 

人権協会ニュースは発行できませんでした。 

   

（４）各種委員会への参画 

①八尾市人権尊重の社会づくり審議会 

②八尾市男女共同参画審議会 

③八尾市市民参画と協働のまちづくり基本条例評価委員会 

④八尾市人権啓発推進協議会 

⑤八尾市社会福祉審議会及び特別委員 

⑥八尾市地域就労支援基本計画推進委員会 

⑦八尾市子ども・子育て会議 

⑧八尾市差別事象連絡・啓発検討会 

⑨（社福）八尾市社会福祉協議会評議員会 

 

（５）理事・評議会の開催 

 ①2021年５月 第１回理事会（書面決議） 

②2021年５月 定時評議員会（書面決議） 

③2022年３月 25日 

④2022年３月 25日 

第２回理事会 

第２回評議員会 


